
　

生
活
保
護
問
題
を
書
い
た
私

の
活
動
報
告
ビ
ラ
に
、
板
野
町

内
の
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
誤
解
を
解
く
た
め

に
補
足
し
ま
す
。
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
議
論
が
深
ま
る
の
は
、

有
り
難
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
意
見
の
趣
旨
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

①
「
徳
島
市
役
所
で
対
象
外
の

者
も
流
れ
込
み
」
②
「
そ
の
人

達
は
ず
っ
と
板
野
町
で
養
っ
て

い
く
と
思
う
と
、
扶
川
さ
ん
の

責
任
は
大
き
い
と
思
う
」
「
こ

の
人
た
ち
は
、
一
生
板
野
町
の

借
金
に
な
る
の
で
は
」
③
「
（
生

活
保
護
費
の
実
情
に
つ
い
て
）

本
当
の
姿
を
知
ら
な
い
の
で
は
。

国
民
年
金
者
よ
り
多
く
金
を
も

ら
っ
て
い
る
」

　

順
次
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
第
①
に
、
生
活
保
護
申

請
で
は
、
役
所
の
責
任
で
収
入

や
資
産
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す

か
ら
、
徳
島
市
役
所
で
対
象
外

で
あ
っ
た
人
は
、
板
野
郡
に
来

て
も
対
象
外
で
す
。
不
正
が
あ

れ
ば
、
保
護
費
は
返
し
ま
す
。

私
は
、
市
内
で
も
た
く
さ
ん
お

世
話
し
て
お
り
、
特
に
板
野
町

に
流
入
さ
せ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

第
②
に
、
生
活
保
護
の
お
金
は
、

国
か
ら
出
る
も
の
で
、
板
野
町

の
負
担
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
板
野
町
内
で
ア

パ
ー
ト
を
借
り
た
り
、
様
々
な

生
活
用
品
を
購
入
す
る
こ
と
で
、

板
野
町
内
の
消
費
を
拡
大
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

第
③
に
、
生
活
保
護
費
は
、

生
活
を
す
る
の
に
必
要
最
小
限

の
お
金
で
す
。
憲
法
２
５
条
で

い
う
、
「
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
の
生
活
」
を
保
障
す
る
の

に
必
要
だ
と
、
国
が
定
め
て
い

る
金
額
で
す
。

　

そ
れ
す
ら
下
回
る
国
民
年
金

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
年
金
制

度
の
方
が
問
題
で
す
。
で
す
か
ら
、

民
主
党
や
共
産
党
な
ど
各
党
が
、

「
最
低
保
障
年
金
」
を
つ
く
っ
て
、

あ
ま
り
に
も
低
い
国
民
年
金
の

引
き
上
げ
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
実
現
し
て
い
な
い
中
、

あ
ま
り
に
少
な
い
国
民
年
金
を

補
う
た
め
に
、
生
活
保
護
を
併

給
し
て
な
ん
と
か
生
活
し
て
い

る
方
も
多
い
の
で
す
。
生
活
保

護
は
、
低
年
金
者
に
も
命
綱
で
す
。
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生活保護費は、
町の負担ではありません
生活保護費は、
町の負担ではありません
いただいたご意見にお答えします

ご
意
見
の
趣
旨

ご
説
明


